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※後期高齢者医療制度に関する質問に対する厚生労働副大臣としての答弁 

 

 

 

○赤石清美君 それでは、本題に入りまして、後期高齢者医療制度、そして団塊の世代に

ついて質問したいというふうに思います。 

 まず、後期高齢者医療制度に関しましては、民主党マニフェストに「後期高齢者医療制

度は廃止し、二〇一三年度から新しい高齢者医療制度をスタートさせます。」とありますけ

れども、その後、一向に法案が出てきませんけど、現在どのようになっているでしょうか。 

 

○委員長（石井一君） 辻副大臣、どうぞそこへお座りください、閣僚席のそこへ。 

 どうぞ、赤石清美君、続けてください。 

 

○赤石清美君 私は、今の後期高齢者医療制度というのは、それなりに研さんを積んでき

てできた制度でありまして、それなりの実践している効果もあって、現在、自治体も結構

もうなじんできていると思うんですね。今これを変えようとすると多額のシステム変更費

用、そして労力が掛かるわけでありまして、むしろ今の制度を、名称も含めてある種の変

更をして継続する方がいいと思います。 

 民主党政権は、ただ単にマニフェストにこだわって何としても変えなきゃいけないとい

うことでやっているような気がして仕方ないんですけれども、その点については、大臣、

いかがですか。あっ、副大臣です。 

 

○副大臣（辻泰弘君） この後期高齢者医療制度は、高齢化の進展に伴い医療費が増大す

る中で、公費、現役世代、高齢者の負担割合を明確化し、都道府県単位の財政運営によっ

て原則同じ都道府県で同じ所得であれば同じ保険料としたという点で旧老人保健制度の問

題点を改善したものというふうに考えております。一方、後期高齢者医療制度は、七十五

歳に到達した時点で、それまで加入していた保険制度から分離、区分した保険制度に加入

するといった点が年齢による差別と受け止められたことが問題と認識しているところでご

ざいます。 

 先ほど申し上げました高齢者医療制度改革会議で取りまとめられました案は、年齢によ

る差別を解消するためのプロセスとして位置付けられるものであると考えておりまして、

現行制度の利点は維持しつつ、より良い制度を目指すものだと考えております。この取り

まとめに対しましてはいろいろな御意見をいただいているところでございますけれども、

関係者の理解が得られるよう対処していきたいと、このように考えております。 

 

○赤石清美君 いや、私は、いつまでも考えているんではなくて、これは早く議論を始め

ないと。私は団塊の世代です。一九四八年生まれです。みんな私の同僚たちが不安に思っ

ているんですよ、年金も社会保障も一体どうなるんだと。先の見えないことをいつまでも

不毛の議論にするんじゃなくて、早く法案を出して議論するなら議論することでしっかり

やっていかないと、この税と社会保障の一体改革にならないと思うんですね。その点、是

非前向きに、いずれにしても検討を進めていただきたいというふうに思います。（以下略） 


